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はじめに 

 私は 2013 年８月から 2014 年５月まで約 9ヶ月間交換留学生として、モンタナ

州立大学ビリングズ校に行きました。長い間日本で暮らしていたので大学生の

うちに一度は留学したいという思いと、自分が受けている講義を完全に英語で

受けた場合自分がどこまでついていけるか試したいという思いでチャレンジし

た留学ですが、その内容は予想していた以上にハードなものでした。この報告

では少しだけ向こうでの生活や経験を紹介したいと思います。 

講義 

 モンタナでの生活で何が最もハードだと聞かれれば、それはもう大学の講義

だと答える他あり得ません。日本の大学の講義と違って向こうの大学では同じ

週に同じ講義が二回ほどあります。日本の高校の時間割と同じ感覚です。しか

し講義時間が一律90分ではなく講義によっては５０分程の短いものであったり、

長いものだと二時間を超えるものもあり、また講義によっては朝７時から始ま

るものもあるなど日本の大学とは講義形式が完全に違います。しかし、これら

以上に特徴的だったのは課題の多さです。特にビジネスや理系の学部だと一つ

の講義で出される課題が三つ以上はざらであり、勿論他の講義からも同程度の

課題が出されるので学生たちは週末までは、あるいは週末すら心休まる暇があ

りませんでした。講義の内容そのものもかなりハードで私が受講していた講義

で特にハードだったのが Business Law でこの講義は最初１５人程のネイティブ

と１０人程の留学生がいたのですがひと月もしないうちに受講者がドロップア

ウトして１５人程に最終的には１０人もいませんでした。そのうち留学生は私

を含めて３人で、この講義で単位を取得したのは全体で６人程度でした。 



他にも日本の講義と違う点としては講義中、自分の意見を言う場面が多く、常

にクラスでのディスカッションや、教授と対話がある講義が多く新鮮でした。

向こうでの講義で最も印象的だった講義が Management＆Organization と

Employment＆Company Strategiesの二つで前者のManagementの講義では実際に

地元の企業のマネージャーにインタビューを、人によっては企業にインターン

シップをするなどまたクラスでジョブフェアへの参加や企業の方々とディナー

で交流会への参加などとかなり特徴的でした。後者の Employment の講義もまた

特徴的で、この講義は完全なオンラインコースで教室に行く必要がなくすべて

オンラインを通じて行いました。勿論この二つの講義もハードでした。 

生活 

 生活に関しても日本と比べてかなりハードだったと思います。まず何よりも

モンタナの気候がハードで、夏は 30℃を超える暑さ、そして冬に至ってはマイ

ナス２０℃を下回ることがあり、冬はよく大学や町から外出をやめるよう警告

が出されることがありました。また最寄りのスーパーまでは徒歩２０分ほどで

雪が積もっている場合は 30〜40 分ほどかかり車がないとかなり不便でした。し

かし、モンタナの学生はとてもフレンドリーかつ親切なので同じ寮の友人達に

冬はよく車を出してもらっていました。講義や生活の面でモンタナは日本とは

比べ物にならないほどハードな環境でしたが、それ以上に楽しくもありました。

私は寮に住んでいたので、何かあっても同じ寮生に助けてもらったり、一緒に

学んだり、また週末は寮生やその他の友人達と集まってキャンピング、ハイキ

ング、旅行やゲーム大会など様々なアクティビティをともに出来たので生活面

ではかなり充実したものになったと思います。 

 そして、モンタナ留学で最も私の心の支えとなったのが私のホストファミリ

ーです。ESL プログラム以来の付き合いとなった私のホストファミリーはちょう

ど私の祖父母と同じ年齢で、とても暖かく優しい人たちで、私を本当の孫のよ

うに可愛がってくださいました。私が寮に移り住んでからも勿論交流は続き、

帰国するまでほぼ毎週末共に時間を過ごしました。ホストファミリーというよ

りは、もはや本当の祖父母と同じ存在でとって今は実際に granny や grandpa と

呼んでいます。今は Line や Skype があるのでいつでも連絡することができ、こ



れほどテクノロジーの進歩に感謝したことはありません。モンタナでした最も

貴重な経験は？と聞かれたら彼ら Hawk Family と出会えたことだと自信を持っ

て言えます。 

おわりに 

 この留学した９ヶ月間は長い人生の中ではほんの少しの出来事かもしれませ

んが、そこで得た経験は日本では得られなかったものばかりで想像以上に濃い

ものでした。これらの経験と私が今日本で得ている経験はこれからの私の中で

も一際大きな財産であるだろうと思っています。 

最後になりましたが今回の留学でお世話になった方々に感謝申し上げます。リ

留学のチャンスをくださりありがとうございました。 

 

 

 

 

 

  

  


